




















































































































比較対象プラント選定の詳細（技術的能力） 

 

【1.10：RB 水素】 

項目 内容 

基準適合に係る設計を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 大飯３／４号炉 

具体的理由 

当該条文における重大事故等への対応に用いる原子炉格納容器からの水素漏えいに対する

アニュラス空気浄化設備による水素排出手段等については、ＢＷＲには存在しない設備を

用いるＰＷＲ固有のプラント設計に基づくものであり、重大事故等への対応設備・手段が

ＢＷＲとは大きく異なるため、ＰＷＲプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較す

る観点から大飯３／４号炉を選定する。 

先行審査知見を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 女川２号炉 

反映すべき知見を 

得るための主な方法 

① 比較表による比較：比較表に掲載し、先行審査知見（基準適合上で考慮すべき事項、記

載内容の充実を図るべき点）の比較・整理を行い、その結果、必要な内容が記載されて

いることを確認した。ただし、ＢＷＲ固有の設備や対応手段については精度の良い比較

ができないことから大飯３／４号炉と比較する。 

② 資料構成の比較※：当該条文のまとめ資料の構成について比較・整理を行い、その結果、

必要と判断した資料を追加することとした。 

［事例］添付資料（手順着手の判断基準、操作手順の解釈など） 

（当該方法の選定理由） 

① 重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるため、資料の記載内容も異なるが、資料

構成の比較・整理により基準適合の説明のために必要な資料の充足性を確認することが

可能なため。 

※ 女川２号炉との資料構成の比較に加え、ＰＷＲの先行審査実績の取り込みの総括として、大飯３／４号炉のまとめ資料の作成状況（資料構成と内容）

を条文・審査項目毎に確認し、基準適合性の網羅的な説明に必要な資料が揃っていることを確認する。 
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作成状況整理表

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等

  【凡例】  〇：記載あり

 ×：記載なし

(〇)：本条文の資料の他箇所に記載

△：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料1.10.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 添付資料1.10.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 〇 ×→〇

添付資料1.10.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 添付資料1.10.2 対応手段として選定した設備の設備の電源構成図 〇 ×→〇

添付資料1.10.4 アニュラス空気浄化設備の運転操作手順

添付資料1.10.5 可搬型アニュラス水素濃度計測ユニットによるアニュラス部水素濃度監視操作

添付資料1.10.4 解釈一覧 添付資料1.10.6 解釈一覧 ×→〇 ×→〇

当該資料に整理している手順着手判断基準に係るパラメータの設定値や、操作

手順に係るパラメータの調整値、操作する弁の名称等については、設工認及び

保安規定における審査にて説明することとしていたが、更なる説明性の向上を

目的として、今後作成する。

添付資料1.10.3 自主対策設備仕様 〇 ×→〇

泊3号炉における重大事故等への対応に用いるアニュラス空気浄化設備によるア

ニュラス部の水素排出手段の活用による対応等については、PWR固有の設計に

基づくものであり、女川2号炉とは機能喪失を想定する設計基準事故対処設備及

び重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるため、PWRプラントとしての

基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉との比較表を作成

することとする。

比較表を作成していない理由

添付資料1.10.3 重大事故対策の成立性

 １．原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水）

 ２．原子炉建屋ベント設備による水素排出

〇 ×→〇

プラント 泊３号炉 作成状況 まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

添付資料 添付資料

まとめ資料の作成を不要とした理由

泊3号炉における重大事故等への対応に用いるアニュラス空気浄化設備によるア

ニュラス部の水素排出手段の活用による対応等については、PWR固有の設計に

基づくものであり、女川2号炉とは機能喪失を想定する設計基準事故対処設備及

び重大事故等への対応設備・手段が大きく異なるため、PWRプラントとしての

基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉との比較表を作成

することとする。
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